


事業概要
１．目的

リチウムイオン電池(LIB)電極の現行製造工程はウェットプロセスが主流である。実生産に
では高速(100 m/min)でスラリーが塗布されるため，塗布膜の乾燥に100 m以上の
炉長が必要となる。更に，蒸発した有機溶剤の回収設備も不可欠であり，多大なエネ
ルギー消費の原因となっている。本研究開発ではウェットプロセスからドライプロセスへの転
換を目指し，乾燥炉や溶媒回収設備を廃止し，製造コストの削減，省エネルギー化，
そして製造時のCO₂排出量削減の実現を図る。

２．期間
フェーズA：2024/10 ～ 2025/9（フェーズB：2025/11 ～ 2027/10）

３．目標（中間・最終）

４．成果・進捗概要
フェーズBの目標である10 kg/dayの検証を前倒しで達成した。生産におけるボトルネック
となっている溶剤量の削減については，当初固形分濃度は70 wt%であったが，機械
化によって86 wt%に向上し、溶剤量を40 wt%まで低減することができた。
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最終目標フェーズBフェーズA
連続方式10kg/day1kg/day生産量





LIBは1991年に実用化されて以来，スラリーを用いたウェット
プロセスが主流であり，工程の中では乾燥・溶剤回収のCO2
排出量が高い。

乾燥炉のCO2排出量：
15 千t-CO2/年
※試算条件

製造速度80m/min
年間稼働率80%
電極幅1m
目付重量20mg/cm2

工程別エネルギー消費内訳
E. Erik and D.Lisbeth (2019)

ドライルーム
43％

乾燥･溶剤回収
39%

積層 5%

封止 4%

その他 5%タブ 4%

1. 背景
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残された課題とその対応現状での
達成状況

達成
度

研究開発
項目
①複合材料の加工生産性向上

課題：生産性増強(10kg/日)と製品均
質性の維持(粒度分布・塗工性の
安定化）

対応：連続乾燥機の導入による工程最
適化

2kg/日200％(a)生産量

課題：実用スケールの性能検証
対応：シートセルによる評価の実施

コインセル評価
で達成

100％(b)電池
容量

②ドライプロセス向け複合材料の粒径制御
課題：微粉に対する再現性
対応：分級の条件最適化とフィードバック制

御による安定化

125µm分級
相当の技術を
確立

100％(a)粒径
範囲

6. 今後の技術課題
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予想される
重大な障害20282027202620252024

年度
研究
開発項目

①ニーズ仕様未達,
開発遅延

①複合化工程

②スケールアップに伴
う仕様未達②平均粒径制御

③想定顧客の要求
仕様未達③サンプル提供・評価

④製造人員,コスト④生産体制構築

フェーズ
A

フェーズ
B

◆継続判断1
(1kg/日）

◆継続判断2
(10kg/日）

無償提供
◆量産

判断

8. 開発スケジュール

2027年度 少量加工受託
2028年度 受託先の状況を見て量産設備投資判断
2029年度 小規模事業化 13





ご清聴有難うございました
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